


令和６年度

北九州ＤＸ大賞
中堅・中小企業のＤＸ優良事例を表彰します！

北九州市では、市内企業が実施するＤＸの取組を支援することにより、事業変革や生産性向上につな

げ、企業の競争力の維持向上を図っています。この取組を通じて、経済産業省「ＤＸセレクション」に

おいて、これまで北九州市内の企業が３年連続で受賞するなど、ＤＸのモデルとなる企業が多く生まれ

つつあります。

このような中、より多くのＤＸによる事業変革企業の創出や、市内企業のＤＸをより一層推進してい

くことを目的に、ＤＸ優良事例となる取組を実施している市内中堅・中小企業を表彰し、モデルケース

として取組事例を発信する「北九州ＤＸ大賞」を募集します！

■問い合わせ先 北九州市産業経済局未来産業推進課

メール：san-mirai@city.kitakyushu.lg.jp 電話：０９３-５８２-２９０５

・申請作業を通じて自社のビジネスモデル等が整理され、新たな課題や解決策の気づきに繋がります。

・受賞された企業は自社のＰＲにご活用いただけます。市も優良事例として広くＰＲします。

・市等が審査を行う制度の一部において、審査加点等の優遇措置を行います。

申請のメリット

・北九州市内に本社もしくは事業所を有する中堅・中小事業者※

※資本金の額又は出資の総額が１０億円未満の法人並びに常時使用する従業員の数が２，０００人

以下の法人、又は、相当規模の事業者。

募集対象

裏面に続きます

１１月１５日まで応募期限



・経済産業省が企業の価値向上に向け実践すべき事項としてとりまとめている「デジタルガバナンス・

コード３．０」の項目を中心に審査します。

①経営ビジョン・ビジネスモデル ②ＤＸ戦略 ③組織作り ④デジタル人材の育成・確保

⑤ITシステム・サイバーセキュリティ ⑥成果指標の設定・ＤＸ戦略の、見直し

⑦ステークホルダーとの対話 ⑧北九州市域への好影響

【北九州市ＤＸ推進プラットフォーム】

・ＤＸを進めたい企業と、それをサポートできる企業や団体、

また同じような課題をもつ方々を繋ぐプラットフォームです。

・ウェブページではＤＸに関する様々な「～したい」に対して、

様々な情報提供等を行っております。

グランプリ：１社 準グランプリ：２社 優秀賞：複数社

表彰数

審査項目

表彰の詳細や応募方法

・申請は市が指定する所定の様式（Microsoft Excel）に自社のお取組み内容をご記載いただき、指定の

メールアドレスまでご送付をいただきます。申請書のほか、審査の参考となるような資料を添付いた

だくことも可能です。

【募集要領・申請書のダウンロード方法】

「北九州市ＤＸ推進プラットフォーム」のホームページにて要領や申請書を公開しています。

下記URL、もしくは右の二次元コードからアクセスしてください。

https://ktq-dx-platform.my.site.com/DXmain/s/

「事務局からのお知らせ」から

「北九州ＤＸ大賞の募集について」

という記事にアクセスしてください。

※記事が表示されていない場合は、

リスト下部の「すべて表示」を

クリックしてください。

※昨年度の選定結果や取組内容についても公開しています。

■問い合わせ先 北九州市産業経済局未来産業推進課

メール：san-mirai@city.kitakyushu.lg.jp 電話：０９３-５８２-２９０５

デジタルガバナンス・コード3.0に
ついてはこちらから
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